
思想運動 1001号 2017年 5月 15日号 

目次 

1面 

 「共謀罪」反対  

金持ちと資本家支配の決定的強化を謀る自・公・維による強行採決断固反対！ 

広野省三 

 

2面 

 「共謀罪」法案の廃案求め座り込み 

労働者が闘って葬り去ろう！                      神田五郎 

 

 朝鮮学校差別政策にＮＯ！ 

平和への思い萎縮させる歴史の逆行                   廣野茅乃 

 

 ヤマトの荷量抑制と運賃値上げをめぐって 

労働密度の問題にこそ踏み込もう                    土田宏樹 

 

 安倍内閣に退陣を迫ろう！ 

４・２５緊急労働者集会開く                       編集部 

 

3面 

 インタビュー 国鉄分割民営化から三〇年 

働くものが人らしく生きる社会をめざして 

唐澤武臣氏（国鉄労働組合中央本部書記長）にきく        まとめ＝廣野茅乃 

 

 『社会評論』１８８号（２０１７春）目次 

 

4面～5面 

 『思想運動』一〇〇〇号へのメッセージ（続） 

  民衆の羅針盤の役目を担って         栗原君子（元新社会党中央本部委員長） 

 

  欠かすことのできない情報源            北川広和（『日韓分析』編集人） 

 

  貴紙の国際主義的主張に学ぶ              山中 明（労働運動研究者） 

 

  貴紙の熱い呼びかけに期待              田中 博（元国労稚内闘争団） 

 

  闘いの策を広げる強い味方に              田村順玄（岩国市議会議員） 

 

  平和で心豊かな世界をめざして      清水早子（宮古（島）平和運動連絡協議会） 

 

  健全な民主主義の実現のために   飯島滋明（名古屋学院大学教授 憲法学・平和学） 

 

  三月の風                           薬師寺波麻（画家） 

 



  東アジアを見すえる内容に期待            古川美佳（朝鮮美術文化研究） 

 

  骨太の言葉たちに……                     杉浦久幸（劇作家） 

 

  労働者の意識変革を促す新聞           宮川敏一（元京成電鉄労組書記長） 

 

  『イスクラ』のような役割を        卞宰洙（元朝鮮大学校教授・ロシア文学） 

 

時代の闇を切り裂く思想を              前田 朗（東京造形大学教授） 

 

  真実を伝える貴紙に期待する 

森本孝子（「高校無償化」からの朝鮮学校排除に反対する連絡会事務局） 

 

  このような時代状況だからこそ                 丹羽雅雄（弁護士） 

 

  「寸鉄人を刺す」ことを知る              安齋徹雄（デザイン室レフ） 

 

6面 

詩 いろんな名前                            安里미겔 

 

7面 

ロシア十月社会主義革命一〇〇周年に向けて 

連載 革命の芸術と芸術の革命（１２） 

  マイク‐ゴールド『金のないユダヤ人』の面白さ 

出発だ！ 新しい情熱と響きを求めて        立野正裕（明治大学元教員） 

 

 第八回キューバ連帯アジア太平洋地域会議 

マニラ宣言（最終宣言）二〇一七年四月九日 

 

 前照灯 終の棲家はどこにある 

 

8面 

 『社会評論』最新号（２０１７年・春号）の読みどころ 

労働者がつくる世界と思想を求めて                    編集部 

 

 新刊案内 金哲央著『朝鮮民族の美１００点』 

 

頂門一針 まさに低劣・いわば低劣 

 

 いま若い人たちにすすめたい映画 

『弁護人』『標的の島―― 風かたか』            木下昌明（映画評論家） 

 

『標的の島── 風かたか』               岡野奈保美（文化活動家） 

 

 名著案内 若い世代に 

エメ‐セザール（砂野幸稔訳）『帰郷ノート――植民地主義論』 



纐纈 厚（山口大学名誉教授） 

 

編集部発 


